
巻頭言

マルチメディア日新宅がやってきた
tf:ル ナT-木 利暗

戦果柄.マルチメディアの.Jl抱と片時も雄れられない毎日である

しかもこれはEl本だけではなく.tu_-非中の投射 ･d･菜非 ･教Tf非や

rJ=券界まで巻き込んだフィーバーであり,今にもその時代がやって

くるとついild(光しがちである.

25年近いllf.′ト塊椎だが今と似たフィーハーがあった.テレビ

I,ii話が今にも使われそうになり.当時 NTTでは.何十lTものテレ

ビ'L'd訪横を各所に.i2LTtL.加入k系はアナログのベースバンド(ム送

でネットワークを作って'R地に試験を行った テレビ会.JHIが書目勺

に.設けられ.テレビィ.IFJのイ;I.J_41+J右.1や.広帯域交換等に多くLJN究E

が取 り軌ん/ど.私もその -沸にを加し,ベル研究所を訪ILEJLで,ち

う少しで追いつきそうであることを知り..31を強 くしたことを詑え

ている.

しかしその綾どうなっただろう.ど-3午のうちにすっかり熱が

冷めてしまった .Jt験IUJF川が終って過ってき[=テレビTに...1機が1人に

tI(み上げられ.テレビ/i?.滋1,'にitlつては火谷川の観光コースの一つ

になり.いずれ1忙代が'変らなければ仕わないだろうという..ill"Iに

なった

あれから20数年.11･Eが変ったか 光7 7イバやLSIやディジタ

ル処Pll技術は柄投に赴少した.小さなワ-クステーションが日(のメ

インフレームコンピュータをしのぐ作能をもつようになり,pCが

こんなにJuq･Jiするとは)il.ってもみなかった.携弓;I;Irk;U.キやファクシミ

リも多数‖仲Jっているし.テレビゲームは)'i人に今やLl之もポピュ

ラーな遊びとなっている.そして何といっても世代が'灸:った どう

やらノナ回は本物のようだ

しかしなぎの'.I.1日二は魅ノJ的な紙製品や.析サ-ビスが′J=.まれていな

い.このイこLiJJi.のf-.企菜はおTi'いに設J'汁するよりも.rtl域をflTI'lt

づけることがとにかく人L̀iで.そのために手をつないで人合叫=ーて

いるのかもしれない だがこのサ会の会rlのかな[)の人が永if･･の冬

の時代を耐えて.a-ISDNやマJL,ナメディアの研究をTTい.BL役の

時代に何とか世に,Ill.し/=いとqlっていたその.'13盾がInlってきたと考

えたい.我々白身のためにLIJJ人の会flや関連俵tXJか作ってみるだ

けでもrlliJ-r''TJさの大きなノJとなるはずだ

そのうち名後のJH.r.を吐かにするマルチメディア横器がたくさん

/しまれるにらがいない.rEl'Jもなく老人となる私にとって'人がせくfrJ

llである.


